
平成２０年度愛宕幼稚園経営計画 

 

１ 前年度における園経営の反省と地域・園児の実態 

・ 昨年度は，「一人一人が生かされ，育ち合える関係をめざして」という主題のもとに，人とのかかわ

りを通して，主体的に身近な人や社会にかかわっていく幼児の育成に取り組んできた。未就園児・

小学生・高齢者など，異年齢者との交流活動を通して，ともに活動することの喜びを味わう中で，

相手を受け入れようとしたり，相手の立場に立って考えようとしたりする気持ちが育ってきた。 

・ 地域は，新しくできた団地・住宅地・商業地・旧市街地があり，通園路には，交通量の多い県道や

近鉄線の踏切があって大変危険である。保護者は，園の教育に理解を示し，協力的であるが，子ど

もに対してどのようにかかわればよいのかわからない姿もみられる。 

・ 園児２２名中，２１名が公私立幼稚園・公私立保育所(園)等で既に集団生活を経験しており，１名

は家庭からの入園である。園児は明るく無邪気であるが，自分の思いを強く押し通そうとしたり，

思い通りにならないとすぐにあきらめたりしてしまう面もみられる。 

 

２ 園教育目標 

     豊かな感性とたくましく生きる力を育てる  

○ 健康な生活に必要な習慣や態度を育てる。 

○ 身近な人との関わりの中で信頼関係を築き，人と支え合って生活する力を育てる。 

○ 自分の思ったことや感じたことを表現し，伝え合う。 

○ 身近な環境に関わろうとする意欲・態度を育てる。 

 

３ 園経営方針 

○ 園児一人一人の理解に努め，生きる力の基礎を育む。 

○ 園児が生き生きと活動できる環境構成の工夫をする。 

○ 健康安全に関する指導を家庭と連携して育てる。 

○ 職員が率直に意見や思いが出し合える明るい園作りに努める。 

○ 保育参観・地域の福祉施設との交流・地域の未就園児との交流などを推進するとともに，園の教

育情報を積極的に家庭や地域に発信して，家庭や地域との連携を深める。 

○ 社会の変化に伴い，幼児教育や子育ても大きな転換期を迎えていることを認識し．広い視野から

の研修に努める。 

 

４ 本年度の努力目標と達成方策 

○ 幼児一人一人が生かされ，育ち合える関係を築くよう努める。 

・幼児の実態を把握し，一人一人の幼児に応じた指導に努める、 

○ 保護者との信頼関係を築く。 

・保育参観・家庭訪問・園だより・連絡ノ－トなどを通して，家庭との連携を密にして幼児の望

ましい発達が促されるよう努める。 

○ 地域に開かれた園づくりに努める。 

・未就園児やその保護者に園を開放し，子育て支援の場となるよう努める。 

・地域の人々や福祉施設との交流をもつことで，相互理解や視野を広める。 

  ○ 健康で安全な生活を身につけさせることに努める。 

    ・登園時や降園時の安全指導や親子交通安全教室等で交通安全に関する指導の徹底を図る。 

    ・防災や防犯のための避難訓練を行い，危機管理体制を強化する。 


